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令和６年観光客入込動態調査結果について 

令和７年９月１２日 

観 光 戦 略 課 
 

令和６年観光客入込動態調査結果を取りまとめましたので、その結果を報告します。 

 
１ 調査結果（概要） 

観光入込客数は、実人数で9,830千人（令和５年対比＋135千人、＋1.4％）、延べ人数で19,825千人 

（＋1,628 千人、＋8.9％）であり、令和５年と比較し増加しました。増加の要因としては、水木しげ

る記念館のリニューアルオープンや鳥取しゃんしゃん祭（５年ぶりに花火大会開催）が挙げられます。 

また、日帰り客数が県内客の減少に伴い減少（▲162 千人、▲2.1％）しました。一方、宿泊客数は大

きく増加（＋297千人、＋15.9％）しました。要因としては、ねんりんピック開催等による宿泊客数の増

加が挙げられます。 

外国人宿泊客数については、韓国、香港との国際定期便の再開を背景に、118,390 人泊（＋47,240 人

泊、＋66.4％）と大きく増加しました。 
今後も本県の豊かな自然や歴史、文化、食等を生かした魅力を磨き上げるとともに、大阪・関西万博

を契機とした国内外への発信による認知度向上を活かし、旅行商品化等を通じて国内外からのさらなる

誘客促進に取り組みます。 
 
２ 主な項目の調査結果 

区分 
令和６年 令和５年との比較 コロナ前（令和元年）との比較 

人(泊)数 増減 増減率 増減 対令和元年比 

観光客入込客数（実人数） 9,830千人 ＋135千人 ＋1.4％ ▲298千人 97.1％ 

観光客入込客数（延人数） 19,825千人 ＋1,628千人 ＋8.9％ ▲2,503千人 88.8％ 

日帰り客数（実人数） 7,670千人 ▲162千人 ▲2.1％ ▲90千人 98.8％ 

宿泊客数（実人数） 2,160千人 ＋297千人 ＋15.9％ ▲208千人 91.2％ 

温泉地入湯客数 959千人 ＋17千人 ＋1.8％ ▲95千人 91.0％ 

外国人宿泊者数（延人数） 118,390人泊 ＋47,240人泊 ＋66.4％ ▲66,210人泊 64.1％ 

 
３ 入込観光客数（延べ人数、実人数）の推移 

（単位：千人） 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

（参考）主要観光施設入込客数（12地点） 

時期 入込数 

令和７年１～７月 2,595,665人 

令和６年１～７月 2,567,498人 
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冬期ダイヤにおける米子ソウル国際定期便の減便について 
 

    令和７年９月 12 日 
国 際 観 光 課 

 

米子ソウル国際定期便について、エアソウル株式会社から2025冬ダイヤ（10月 26日～令和８年３月28日）

において週５便から４便に減便する旨の連絡がありましたので報告します。 

これを受けて、９月４日に関係者連絡会議を開催し、同便の利用促進について話し合いました。 

本県としては、引き続き同社及び地元関係者と連携しながらインバウンド・アウトバウンド対策を実施し、

同路線の早期の復便を図ります。 

 

１ 米子ソウル便の減便 

８月 29 日、米子ソウル便の運航会社であるエアソウル株式会社が 2025 冬ダイヤの運航スケジュールを

発表し、機材整備の関係で週５便から４便になると連絡がありました。 

 

【米子ソウル便の概要】 

 現在 ダイヤ改正後 

（10月 26日～令和８年3月28日） 

運航曜日 月、水、木、金、日（週５便） 月、水、金、日（週４便） 

運航時間 

【月、水、金、日】 

米子空港着 14:50 → 米子空港発 15:50 

【木】 

米子空港着 11:00 → 米子空港発 12:00 

【月、水、金、日】 

米子空港着 14:50 → 米子空港発 15:50 

※使用機材 Ａ321－200（195席） 

※直近の搭乗率 令和７年４月:79.1%、５月:80.3%、６月:79.5%、７月:67.5%、８月：79.9％ 

 

２ 米子ソウル便利用促進に向けた関係者連絡会議の開催 

米子ソウル便の減便の報告を受け、早期の復便に向けて一層の官民連携を図るため、関係者で今後の利用

促進対策を話し合いました。 

（１）日時・場所 ９月４日（木）午後３時から３時30分まで 県庁第３応接室 

（２）出席者   知事、輝く鳥取創造本部、商工労働部、農林水産部、教育委員会 

       国際定期便利用促進協議会、鳥取県日韓親善協会連合会 

       各商工会議所（鳥取、米子、倉吉、境港）、日本旅行業協会中四国支部鳥取支部 

（３）主な利用促進対策 

＜インバウンド対策＞ 

・搭乗券購入者への外国人向け名探偵コナン鳥取ツアーパス＆グッズプレゼントキャンペーン（９月～） 

・搭乗券購入者への県内店舗で特典を受けられる特別クーポン配布キャンペーン（９月～） 

  ・韓国Ｋ－ＰＯＰアイドルを招聘した情報発信（10月） 

  ・韓国テレビ局でのスポーツツーリズム発信（10月） 

  ＜アウトバウンド対策＞ 

・ｗｅｂマガジン等で韓国の魅力（注目エリア、話題のグルメ）など最近のトレンドを発信（９月～） 

・利用回数に応じたキャッシュバックポイント２倍キャンペーン（９月～） 

・地元フリーアナウンサーと連携した韓国旅行ツアー実施（10月） 

（４）主な意見 

・韓国でも人気のある名探偵コナンやＫ－ＰＯＰなどを切り口とした情報発信の強化が重要。 

・韓国人観光客の受入環境整備としてＧｏｏｇｌｅマップ記載情報の多言語化を進めており、更なる受入

拡大に取り組みたい。 

・アウトバウンド利用拡大も大事であり、同便の複数回利用を促進するために、従来とは異なる韓国の新

しい魅力発信や仁川空港の乗継利用の発信をしてみてはどうか。 

・研修旅行にはまとまった座席の確保が必要であり、エアソウルへの働きかけが必要。 
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駐日インド共和国大使館におけるインドとっとりデーの開催について  
令和７年９月 12日 
交 流 推 進 課  

駐日インド共和国大使館との共催により、インド関係者に向けて本県のビジネス、食、観光文化
等をＰＲし、インドとのネットワークの形成及び日本酒などの県産品の販路開拓、旅行客誘致等へ
つなげることを目的として、９月９日（火）に駐日インド共和国大使館において「インドとっとり
デー」を開催しましたので報告します。 
 

１ 日 時  令和７年９月９日（火）13時 30 分～17 時  
 

２ 場 所  駐日インド共和国大使館（東京都千代田区九段南） 
 

３ 参加者  約 90 名（鳥取県：約 50 名、インド：約 40名） 
シビ・ジョージ特命全権大使、平井知事、福田議長、鳥取県インド友好議員連盟、 
日本貿易振興会 奥村理事、（公財）日印協会 勝田顧問、ＮＰＯ法人インド日本 
友の会 クンナ・ダッシュ理事長ほか 

４ 内 容 
（１）観光・文化・ビジネスセミナー（13 時 30 分～16 時） 

・平井知事が冒頭挨拶で鳥取県はインドとの人材・ビジネス交流や日本酒の販路拡大等に 
取り組んでおり、積極的に交流を進めていきたいと発言。 
またとっとりデー翌日（9/10）に離日されるシビ・ジョージ大使に送別の意を込めて参 
加者全員から拍手を送り感謝の意を伝えた。 

・県内のインド向け事業展開を行う７団体がそれぞれのインド向けプロモーション内容に 
ついてプレゼンテーションを実施した。 
【鳥取側発表者】 
① 観光ＰＲ…鳥取県観光大使 ＭＡＹＯ氏 
② 県内酒造による販路拡大…チーム鳥取・インド輸出蔵元会 
③ ビジネス進出…大成工業(株)、(株)ノーチスラボ、(株)Ｒ０ 
④ 人材誘致…東亜ソフトウェア(株) ⑤民間交流…イッポラボ（同） 

・県内企業と連携可能性があるインド側の行政、医療、投資関係機関がオンラインによる 
プレゼンテーションを実施した。 
【インド側発表者】 
① 行政機関…オディシャ州政府水資源局 
② 医療…スリー チトラ ティルネル医科学技術研究所（ケララ州） 
③ 投資促進…インベストインディア 

（２）交流会（16 時～17 時） 
・交流会では、県内企業紹介や二十世紀梨試食・日本酒試食・ＶＲゴーグル等による観光体

験などのブースを設置し、ＰＲを実施した。 
・会場は多くのインド関係者で熱気にあふれ、県内企業がインド関係者から次々と声をかけ

られるなど今後の関係構築のきっかけとなった。 
 

５ 参加者感想 
＜インド側参加者＞ 
・今後の人的交流を考える良いきっかけとなった。他の都道府県と行っているような日印青
少年交流を鳥取県でも行えたら嬉しい。 

・鳥取がお酒で有名だとは知らなかった。梨もおいしかった。 
・とっとりデー開催を契機にインドと鳥取の交流が進んでいくことを期待している。 
＜鳥取側参加者＞ 
・インド政府関係者等に企業の取組について知っていただく良い機会となった。 
・インドは重点的に進出を考えている国であり、ネットワークを作る良い機会となった。今

後もインド関係のイベントに参加していきたい。 
 

  ６ その他 
・セミナーに先立ち、平井知事、福田議長、島谷議員（鳥取県インド友好議員連盟会長）ほ

かが、シビ・ジョージ大使と面談を行った。大使からは県内企業のインド進出や人材育成、
文化交流の面で、より強固なパートナーシップを結んでいきたいとの発言があり、大使館
によるサポートも約束された。 

 

 

平井知事とシビ・ジョージ大使の面談 ブース出展の様子 観光・文化・ビジネスセミナーの様子 
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